
今
年
も

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

来
る
年
が

皆
様
に
と
っ
て
実
り
多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

今
年
の
下
半
期
は
、
日
本
の
宇

宙
開
発
の
躍
進
ぶ
り
を
伝
え
る
朗

報
が
次
々
と
伝
え
ら
れ
た
が
、
こ

こ
で
は
古
典
的
な
話
題
を
一
つ
取

り
上
げ
る
▼
宇
宙
か
ら
地
球
を
見
た
時
、
唯

一
見
え
る
人
工
建
造
物
が
何
か
ご
存
じ
だ
ろ

う
か
。
中
国
の
万
里
の
長
城
ら
し
い
。
こ
の

事
を
初
め
て
聞
い
た
時
に
は
意
外
な
感
じ
だ
っ

た
が
、
例
え
ば
巨
大
な
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
で
さ
え

も
、
宇
宙
か
ら
は
肉
眼
で
見
え
な
い
ち
っ
ぽ

け
な
点
で
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
万
里

の
長
城
が
宇
宙
か
ら
見
え
る
の
は
、
「
つ
な

が
る
線
」
と
し
て
存
在
を
伝
え
て
い
る
か
ら

だ
ろ
う
▼
小
さ
く
と
も
、
つ
な
が
る
こ
と
で

存
在
感
を
大
き
く
で
き
る
こ
と
を
、
私
た
ち

は
社
会
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
知
っ
て
い
る
。

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
原
発
事
故
後
の
首
相

官
邸
周
辺
で
は
、
原
発
の
再
稼
働
に
反
対
す

る
週
末
金
曜
日
の
デ
モ
が
次
第
に
参
加
者
を

増
や
し
て
注
目
さ
れ
た
。
ま
た
、
今
年
の
秋

に
か
け
て
は
安
保
法
制
反
対
を
掲
げ
た
デ
モ

も
多
く
み
ら
れ
た
。
共
通
す
る
の
は
、
動
員

さ
れ
て
増
え
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
だ
。

組
織
で
動
員
さ
れ
て
参
加
す
る
の
で
は
な
く
、

個
人
と
し
て
参
加
し
訴
え
る
デ
モ
は
、
こ
れ

ま
で
の
日
本
に
は
少
な
か
っ
た
。
「
反
対
す

る
だ
け
で
代
替
案
を
持
っ
て
い
な
い
」
「
お

祭
り
的
だ
」
と
冷
め
た
視
線
を
投
げ
か
け
る

評
論
も
無
く
は
な
い
が
、
個
々
の
声
と
存
在

が
つ
な
が
り
を
も
っ
て
大
き
な
う
ね
り
と
な
っ

た
感
が
す
る
▼
「
参
加
す
る
こ
と
で
、
自
分

の
考
え
を
よ
り
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
」

と
の
声
も
聞
か
れ
る
。
デ
モ
に
参
加
せ
ず
と

も
、
一
市
民
と
し
て
の
自
分
の
考
え
を
持
つ

こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
た
人
も
多
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
拡
声
器
で
大
き
く
す
る
の

で
は
な
く
、
つ
な
が
る
こ
と
で
声
を
大
き
く

で
き
れ
ば
、
真
に
社
会
を
動
か
す
力
が
生
ま

れ
る
に
違
い
な
い
▼
こ
こ
雲
南
の
地
域
づ
く

り
に
お
い
て
も
、
い
た
る
所
で
若
者
を
含
め

た
市
民
の
つ
な
が
る
声
が
力
に
な
ろ
う
と
し

て
い
る
。
う
ん
な
ん
若
者
会
議
（
６
面
参
照
）

も
頼
も
し
い
存
在
だ
。
（
編
集
長
記
）

蒼
雲

MITOYA

島根三刀屋

県立 高 校
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大学入試
センター試験まで

あと２５日

つ
な
が
る
声

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
ま
で

あ
と
１
か
月
。
受
験
は
粘
り
勝
ち
！

こ
れ
ま
で
の
自
分
の
努
力
を
裏
切

ら
ぬ
よ
う
、
最
後
ま
で
頑
張
り
ま

す
！

つながろう三高
つながろう雲南

本紙編集部が

勝手に選んだ…

写

真

第
43
回
島
根
県
高
校
写
真
展

小
池
さ
ん
（
２
年
）
が
全
国
高
総
文
祭
出
場
へ

１
、
２
年
生
の
部

第
５
席

部活動だけでは

ありませんヨ

『 夢追い 』 小池ななみ（２年）

平成28年度全国高等学校総合文化祭への出品決定

三
刀
屋
高
校
教
職
員
一
同

第
43
回
島
根
県
高
校
写
真
展

に
は
県
内
29
校
か
ら
３
０
４
点

が
寄
せ
ら
れ
、
１
、
２
年
の
部

で
本
校
写
真
部
の
小
池
な
な
み

さ
ん
（
２
年
）
の
デ
ジ
タ
ル
・

カ
ラ
ー
作
品
『
夢
追
い
』
が
第

５
席
に
入
り
、
来
年
夏
に
広
島

県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
高
等
学

校
総
合
文
化
祭
写
真
部
門
大
会

へ
の
出
品
資
格
を
得
た
。

同
写
真
展
は
、
春
と
秋
の
年

２
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
特
選
と

な
っ
た
作
品
の
中
か
ら
出
品
さ

れ
る
が
、
小
池
さ
ん
の
入
賞
作

品
は
本
校
を
会
場
に
開
催
さ
れ

た
秋
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
審
査
員

か
ら
絶
賛
さ
れ
、
今
回
も
上
位

入
賞
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。

高
校
写
真
展
の
益
田
会
場

（
グ
ラ
ン
ト
ワ
）
で
の
展
示
は

今
月
す
で
に
終
了
し
た
が
、
来

年
２
月
３
日
か
ら
８
日
ま
で
、

松
江
市
の
県
立
美
術
館
で
も
展

示
さ
れ
る
（
入
場
無
料
）
。

▼
そ
の
他
の
入
賞
作
品

（
奨
励
賞
、
本
校
関
係
分
）

板
持
乃
野
可
（
２
年
）

『
往
年
』

小
池
な
な
み
（
２
年
）

『
眼
差
し
』

今年の流行語ではありませんが、本紙で何回か用いたこの言葉通りに文化部の活躍著しい2015年でした

ことだま

美

術

門
脇
さ
ん
（
２
年
）
も

全
国
高
総
文
祭
出
場
へ

第
48
回
島
根
県
高
校
美
術
展

▼
優
良
賞

多
賀
日
奈
さ
ん
（
１
年
）

島
根
県
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

２面に関連

記事あり

〔
対
象
図
書
〕
「
希
望
の
海
へ
」
マ
イ
ケ
ル
・
モ
ー
パ
ー
ゴ
著

「
出
会
い
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
」



県
内
高
校
美
術
部
に
よ
る
年
間

最
大
の
美
術
展
が
12
月
、
松
江
市

の
県
立
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開

催
さ
れ
、
工
芸
の
部
に
出
品
し
た

門
脇
宥
紀
菜
さ

ん
（
２
年
）
の

今号の記事は12月13日分まで

2015年（平成27年）12月22日(火) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第102号（２）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

少
林
寺
拳
法(

社
会
体
育)

全
国
選
抜
大
会

社
会
体
育
で
少
林
寺
拳
法
を
続

け
る
門
脇
宥
紀
菜
さ
ん
（
２
年
）

が
、
競
技
連
盟
の
推
薦
を
受
け
て

来
年
３
月
に
香
川
県
で
開
催
さ
れ

る
全
国
高
等
学
校
選
抜
大
会
へ
の

２
年
連
続
出
場
権
を
獲
得
し
た
。

今
夏
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
続
く
全

国
大
会
で
の
健
闘
を
祈
る
。

県
高
校
選
手
権

（
11
／
13
〜
14
、
情
報
科
学
高
校
）

【
女
子
】

初
戦
突
破

6月 美術部：森脇咲子さん(3年)

第16回高校生国際美術展 佳作

7月 放送部：藤原香玲羅さん(3年)

NHK杯放送コンテスト(東京)出場

8月 書道部：妹尾有真さん(2年)

全国高総文祭滋賀大会出場

9月 永井隆平和賞：内藤舞さん(2年) 佳作

10月 美術部：高野寛子さん(2年)

来年度インターハイボート競技

ポスター図案最優秀賞

美術部：森脇咲子さん(3年)

二紀展彫刻の部入選

文芸部：伊藤華恵さん(1年)

中国文芸道場詩部門 佳作

書道部：黒目麻友さん(2年)

来年度の全国高総文祭出場権獲得

11月 ＪＲＣ：第６回赤十字救急法競技大会

三角巾包帯法の部第2位

UNNANﾃﾞｨﾍﾞｰﾄ選手権 第1位(3年)

12月 写真部：小池ななみさん(2年)

来年度の全国高総文祭出場権獲得

美術部：門脇宥紀菜さん（2年）

来年度の全国高総文祭出場権獲得

島根県読書感想文コンクール

多賀日奈さん(1年) 優良賞

2015三高文化活動の振り返り

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

出
雲
地
区
新
人
大
会

（
12
／
12
、
出
雲
高
校
）

１
月
の
県
新
人
戦
の
シ
ー
ド
権

を
争
う
地
区
大
会
。
男
子
は
決
勝

進
出
な
ら
ず
シ
ー
ド
権
の
獲
得
は

な
ら
な
か
っ
た
。

【
男
子
】

三
刀
屋
63
‐
51
大
社

県
高
校
新
人
戦

卓

球

（

（
11
／
13
〜
15
、
県
立
体
育
館
）

大
半
が
高
校
か
ら
競
技
を
始
め

た
部
員
で
、
こ
の
時
期
の
対
戦
で

は
ま
だ
ま
だ
力
不
足
は
否
め
な
い

が
、
男
子
が
団
体
予
選
リ
ー
グ
で

2016全国切符続々

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

中
国
高
校
新
人
大
会

【
男
子
】
（
11
／
14
、
鳥
取
市
）

▽
１
回
戦

三
刀
屋
１
‐
④
徳
山
（
山
口
県
）

【
女
子
】

（
11
／
14
、
鳥
取
県
岩
美
町
）

▽
１
回
戦

三
刀
屋
１
‐
③
中
村
女
子

（
山
口
県
１
位
）

※
６
回
表
降
雨
コ
ー
ル
ド

男
子
は
３
回
ま
で
ノ
ー
ス
コ
ア

の
緊
迫
し
た
展
開
だ
っ
た
が
、
守

り
の
ミ
ス
か
ら
先
制
を
許
し
た
の

が
痛
か
っ
た
。

一
方
女
子
は
、
毎
回
四
球
で
ラ

ン
ナ
ー
を
背
負
い
な
が
ら
も
野
手

が
良
く
守
り
、
ほ
ぼ
ノ
ー
エ
ラ
ー

で
守
り
切
っ
た
の
が
収
穫
だ
っ
た
。

打
っ
て
は
３
本
の
３
塁
打
を
は
じ

め
相
手
打
線
を
上
回
る
安
打
で
奮

起
し
た
が
、
最
後
は
雨
に
た
た
ら

れ
て
悔
し
さ
の
残
る
展
開
と
な
っ

た
。
す
で
に
出
場
権
を
獲
得
し
て

い
る
３
月
の
全
国
選
抜
大
会
で
の

一
勝
を
期
待
し
た
い
。

▽
１
回
戦

三
刀
屋
②
‐
０
島
根
中
央

▽
２
回
戦

三
刀
屋
０
‐
②
松
江
北

１
勝
、
女
子
個
人
の
飯
國
愛
菜
さ

ん
（
１
年
）
が
２
年
生
を
相
手
に

勝
利
す
る
な
ど
、
来
年
に
つ
な
が

る
結
果
を
得
た
。

【
男
子
団
体
】

▽
１
次
予
選

三
刀
屋
③
‐
２
安
来

三
刀
屋
０
‐
③
平
田

【
女
子
団
体
】

▽
１
次
予
選

三
刀
屋
０
‐
③
松
江
商
業

三
刀
屋
０
‐
③
飯
南

【
個
人
】

男
女
と
も
に
３
回
戦

進
出
な
ら
ず

第
48
回
島
根
県
高
校
美
術
展

作
品
「
夢
見
る
ウ
サ
ギ
」
（
写
真
）

が
、
来
年
夏
に
広
島
県
で
開
催
さ

れ
る
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

美
術
・
工
芸
部
門
大
会
へ
の
出
品

推
薦
作
品
に
選
ば
れ
た
。

同
展
に
は
県
内
38
校
か
ら
絵
画
、

美

術

今
春
の
全
国
選
抜
、

今
夏
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、

さ
ら
に
は
連
続
の
全
国

選
抜
出
場
決
定
に
加
え
、

来
夏
の
全
国
高
総
文
祭

出
場
決
定
の
快
挙
！

デ
ザ
イ
ン
・
映
像
、
彫
刻
、
工

芸
の
部
に
６
２
７
点
が
応
募
さ

れ
、
こ
の
う
ち
４
５
１
点
が
入

賞
・
展
示
さ
れ
て
来
館
者
の
目

を
楽
し
ま
せ
た
。
本
校
か
ら
は

美
術
部
員
の
入
選
作
品
計
29
点

が
並
ん
だ
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

㊟
こ
の
美
術
展
で
の
展
示
作

品
は
す
べ
て
「
入
選
」
作
品
で

あ
り
、
そ
れ
以
外
の
賞
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
１
、
２
年
生
の
作

品
の
中
か
ら
次
年
度
の
全
国
高

等
学
校
総
合
文
化
祭
へ
の
出
品

推
薦
作
品
が
決
定
さ
れ
ま
す

（
絵
画
５
点
、
立
体
デ
ザ
イ
ン

２
点
）
。

文
武
両
道

門
脇
さ
ん
（
２
年
）
二
つ
の
全
国
大
会
へ

自
宅
で
飼
っ
て
い
る
亀
を
観
察
し

な
が
ら
、
丁
寧
に
写
実
的
に
仕
上
げ

た
。
ウ
サ
ギ
の
背
中
の
部
分
は
取
り

外
し
て
小
物
入
れ
に
な
る
。

三
刀
屋
34
‐
95
出
雲
北
陵

▽
３
位
決
定
戦

三
刀
屋
62
‐
74
出
雲
工
業

※
第
４
位

【
女
子
】

三
刀
屋
43
‐
64
出
雲

★３月全国高等学校選抜大会へ
男子ソフトボール部
女子ソフトボール部
少林寺拳法 門脇宥紀菜

★７月全国高等学校総合文化祭へ
書道部 黒目麻友
写真部 小池ななみ
美術部 門脇宥紀菜

選手氏名は3月号で



11
月
10
日
付
け
「
山
陰
中
央
新

報
」
山
陰
文
芸
の
コ
ー
ナ
ー
で
、
雲
南
市
木
次
町
在
住
の
武
田
常

夫
さ
ん
（
71
）
の
右
の
短
歌
が

目
に
と
ま
っ
た
。
歌
評

に
つ
い
て
は
当
日
の
新

聞
紙
上
を
参
照
し
て
い

た
だ
く
と
し
て
、
こ
の

歌
に
登
場
す
る
「
甦
る

発
電
所
」
と
は
ど
こ
か
。

ご
本
人
に
電
話
で
確
認

し
、
奥
出
雲
町
の
上
阿

井
発
電
所
で
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。

◇
◇
◇
◇
◇

斐
伊
川
と
そ
の
支
流
に

は
島
根
県
、
中
国
電
力
、

市
町
、
Ｊ
Ａ
が
経
営
す
る
い

く
つ
か
の
水
力
発
電
所
が

あ
る
。
下
段
に
紹
介
す
る

奥
出
雲
町
の
三
成
発
電
所

は
、
斐
伊
川
上
流
約
２
㎞

の
三
成
ダ
ム
を
利
用
し
て

昭
和
28
年
に
運
転
を
開
始

し
、
斐
伊
川
本
流
で
は
唯
一
の
県

営
発
電
所
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
比

較
的
規
模
の
大
き
い
水
力
発
電
所

に
対
し
て
、
今
、
全
国
的
に
出
力

百
キ
ロ
ワ
ッ
ト
程
度
の
小
水
力
発
電

所
が
見
直
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
冒
頭
の

短
歌
で
紹
介
し
た
上
阿
井
発
電
所

は
昭
和
29
年
に
誕
生
し
、
や
が

て
そ
の
役
目
を
い
っ
た
ん
終
え
、

発
電
所
の
痕
跡
も
ほ
と
ん
ど
消

え
去
っ
て
い
た
が
、
復
活
に
係

る
予
算
が
付
き
、
現
在
工
事
中

と
の
こ
と
だ
。

実
は
、
雲
南
市
内
で
同
じ
出
力

百
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
小
水
力
発
電
所
が

60
年
近
く
も
稼
働
し
て
い
る
。
一

般
家
庭
50
軒
分
以
上
の
電
力
を

生
ん
で
雲
南
市
に
利
益
を
も
た
ら

す
田
井
発
電
所
だ
（写
真
上
）。

斐
伊
川
と
そ
の
支
流
か
ら
様
々

な
形
で
恩
恵
を
受
け
て
き
た
雲

南
圏
域
。
神
話
、
た
た
ら
、
棚

田
と
仁
多
米
、
奥
出
雲
和
牛
等
々
、

斐
伊
川
の
流
れ
と
無
縁
な
も
の

は
な
い
。
こ
れ
ら
を
コ
ラ
ボ
さ

せ
る
接
着
剤
の
役
割
が
観
光
の

視
点
だ
ろ
う
。
今
回
紹
介
し
た

小
水
力
発
電
所
も
斐
伊
川
水
系

の
渓
谷
美
と
あ
わ
せ
て
観
光
資
源

に
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
取
材
で
、

前
述
の
発
電
所
建
設
工
事
が
す
す

む
奥
出
雲
町
上
阿
井
に
は
、
全
国

五
指
に
入
る
水
路
の
「サ
イ
フ
ォ
ン
」

が
あ
る
こ
と
も
知
っ
た
。
一
般
市
民

が
知
ら
な
い
ふ
る
さ
と
の
顔
が
、
ま

だ
ま
だ
眠
っ
た
ま
ま
に
な
っ
て
は
い
な

い
だ
ろ
う
か
。
も
っ
た
い
な
い

斐
伊
川

物
語
第
17
回

今昔

斐
伊
川
の
ダ
ム
と
発
電
所
―
資
源
と
し
て
の
川
―

「
父
勤
め
し
小
さ
な
村
の
発
電
所
半
世
紀
過
ぎ
今
甦
る
」

深野川沿いの田井発電所（雲南市吉田
町田井）。雲南市に利益をもたらす貴重
な財産でもある。このような小水力発電
所が奥出雲町上阿井に間もなく復活する。

昭
和
28
年
10
月
に
運
転
開
始
し
た
島
根
県
で
最
初
の
県
営
発
電
所
で
す
。

こ
の
発
電
所
は
、
上
流
約
２
．
３
㎞
の
地
点
に
建
設
さ
れ
た
三
成
ダ
ム

(

国
土
交
通
省
直
轄
砂
防
堰
堤
を
増
補
し
た
も
の)

の
常
時
満
水
位
か
ら
の

最
大
有
効
落
差
５
８
．
７
６
ｍ
を
利
用
し
て
、
最
大
使
用
水
量6.00m3/s

、

最
大
出
力2

,
8
3
0
k
W

、
年
間
発
電
電
力
量
約1

,
5
3
5

万k
W
h

の
発
電
を
し
て

い
ま
す
。
（
以
上
の
写
真
、
記
事
と
も
に
、
主
管
す
る
島
根
県
企
業
局
の

Ｈ
Ｐ
よ
り
転
載
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
）

な
お
、
三
成
ダ
ム
は
ア
ー
チ
ダ
ム
と
呼
ば
れ
る
構
造
を
し
て
い
ま
す
。

ア
ー
チ
ダ
ム
と
言
え
ば
黒
部
の
太
陽
で
有
名
な
黒
四
ダ
ム
が
有
名
で
す
が
、

三
成
ダ
ム
は
黒
四
ダ
ム
よ
り
十
年
早
い
日
本
で
最
初
の
ア
ー
チ
ダ
ム
で
す
。

今
年
、
土
木
学
会
選
奨
の
土
木
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

今年度、土木学会選奨土木遺産
に認定された三成ダム(奥出雲町)

錦織良成監督映画『たたら侍』を勝手に応援するシリーズ

演

劇

Ｊ
Ｒ
Ｃ

11
月
15
日
（
日
）
、
島
根
県
立

武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
「
第
６
回

赤
十
字
救
急
法
競
技
大
会
に
出
場

し
、
本
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ
部
は
三
角
巾
包

帯
法
の
部
で
２
位
入
賞
を
果
た
し

た
。大

会
は
、
心
肺
蘇
生
の
部
と
三

角
巾
包
帯
法
の
部
の
２
種
目
を
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
方
式
で
実
施
。
自
治
会

や
企
業
、
中
学
生
、
高
校
生
な
ど

幅
広
い
分
野
や
年
代
の
方
が
25
チ
ー

第
６
回
赤
十
字
救
急
法
競
技
大
会

健
闘
の
第
２
位
〔
三
角
巾
包
帯
法
の
部
〕

ム
集
い
、
心
肺
蘇
生
の
部
と
三
角

巾
包
帯
法
の
部
に
そ
れ
ぞ
れ
18
チ
ー

ム
が
参
加
し
た
。

【
三
角
巾
包
帯
法
の
部
】

▽
優
勝：

島
根
大
学
法
文
学
部

教
職
員
チ
ー
ム

▼
２
位：

三
刀
屋
高
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ

▽
３
位：

松
江
日
赤
ク
ラ
ー
ク
４

松
江
赤
十
字
病
院
職
員

【
心
肺
蘇
生
の
部
】

▽
優
勝：

島
根
大
学
法
文
学
部

教
職
員
チ
ー
ム

（
11
／
15
、
島
根
県
立
武
道
館
）

い
ざ
と
い
う
時
の
助
け
に
！

▼
し
ま
ね
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
か
ら
来
校

期
末
試
験
最
終
日
と
な
っ
た

12
月
１
日
の
午
後
、
奥
出
雲
町

の
島
根
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

学
院
の
学
生
が
実
習
を
兼
ね
て

来
校
し
、
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

部
と
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
を

対
象
に
、
ス
ポ
ー
ツ
障
が
い
を

防
ぐ
た
め
の
講
義
と
身
体
能
力

測
定
を
実
施
し
て
も
ら
っ
た
。

▼
島
根
県
高
校
演
劇
県
大
会
で
好

評
を
得
た
『T

a
k
a
s
h
i

』
を
、
11

月
９
日
（
月
）
に
は
Ｊ
Ｒ
木
次
駅

連携

前
の
チ
ェ
リ
ヴ
ァ
ホ
ー
ル
で
も
上

演
し
、
一
般
市
民
の
皆
様
に
も
ご

覧
い
た
だ
い
た
▼
ま
た
、
12
月
３

日
の
Ｆ
Ｍ
い
ず
も
の
ラ
ジ
オ
番
組

「
ル
ー
ラ
ル
雲
南
」
で
は
、
事
前

の
取
材
収
録
に
よ
り
演
劇
部
が
出

演
し
、
日
頃
の
活
動
や
『Takashi

』

上
演
に
当
た
っ
て
の
苦
労
話
や
思

い
を
語
っ
た
▼
さ
ら
に
今
月
15
日
、

16
日
に
は
「
３
６
５
日
公
演
」
の

一
環
と
し
て
、
チ
ェ
リ
ヴ
ァ
ホ
ー

ル
１
階
ロ
ビ
ー
で
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

公
演
（
朗
読
劇
）
に
も
挑
戦
。

「
注
文
の
多
い
料
理
店
」
「
夢
十

夜
」
を
語
り
で
披
露
し
た
▼
12
、

13
日
に
は
、
高
文
連
演
劇
専
門
部

が
主
催
し
た
松
江
市
で
の
講
習
会

に
も
参
加
。
多
忙
か
つ
充
実
し
た

活
動
を
展
開
す
る
演
劇
部
を
、
今

後
も
応
援
し
た
い
。

ア
ク
テ
ィ
ブ
に
活
動
（
４
話
）

日本初のアーチ式コンクリートダム
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地
域
産
業
研
究

進
路
目
標
・
受
験

先
が
決
定
し
て
か
ら

志
望
理
由
書
を
書
く
の
が
他
校
の
通
常
の
姿
だ
ろ
う
が
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
を
推
し
進
め
る
総
合
学
科
の
本
校
で
は
、
２
年
次
に
志
望

理
由
書
の
書
き
方
を
学
び
、
そ
の
練
習
を
通
じ
て
、
将
来
へ
の
心

構
え
や
目
標
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
す
る
よ
う
に
し
て
い

る
。
な
ぜ
そ
の
学
校
や
職
場
を
選
ぶ
の
か
、
将
来
何
が
し
た
い
の

か
を
自
問
自
答
す
る
場
面
で
あ
り
、
自
分
の
意
志
を
再
確
認
、
よ

り
目
標
を
鮮
明
に
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
付
随
し
て
、

小
論
文
の
書
き
方
や
面
接
で
の
自
己
表
現
の
仕
方
も
学
ぶ
機
会
と

も
な
っ
て
い
る
。

▼
な
ぜ
、
２
年
次
に
？

講
演
の
前
半
で
は
、
①
「
外
か

ら
見
た
印
象
」
と
「
こ
れ
か
ら
や

り
た
い
こ
と
」
の
２
つ
の
視
点
で
、

大
学
案
内
等
か
ら
志
望
理
由
を
見

つ
け
る
方
法
、
②
高
校
で
様
々
な

体
験
を
通
し
て
志
望
理
由
書
に
書

く
材
料
を
作
っ
て
い
く
こ
と
、
③

「志望理由書」講演会 （２年）

将
来
の
目
標
を
見
据
え
る
「
志
望
理
由
書
」
書
き
を
練
習
し
ま
し
た

< 講師 > 石橋 知也 氏

（キッズコーポレーション）

実
習
〔
10
月
事
業
所
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
〕
を
経
て

研
究
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
（
１
年
）

来
賓
・
社
会
人
の
ほ
か
中
学
生
か
ら
も
質
疑

12
月
９
日
の
午
後
、
１
年
生
は

総
合
学
科
の
科
目
「
産
業
社
会
と

人
間
」
の
時
間
を
利
用
し
、
「
地

域
産
業
研
究
」
学
年
発
表
会
を
開

催
し
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
カ
タ
リ
バ
、

雲
南
市
役
所
、
雲
南
市
立
病
院
か

ら
来
賓
を
お
招
き
し
た
ほ
か
、
雲

南
市
立
加
茂
中
学
校
３
年
生
22
名
、

近
隣
の
学
校
関
係
者
、
保
護
者
の

皆
様
が
見
守
る
中
、
事
前
の
ク
ラ

ス
発
表
会
を
経
て
選
出
さ
れ
た
計

15
名
が
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
用
い

て
発
表
し
た
。

６
月
の
職
業
人
講
演
会
も
参
考

に
、
興
味
関
心
を
持
っ
た
雲
南
市

の
産
業
・
職
種
に
つ
い
て
課
題
を

探
り
、
そ
の
解
決
策
「
地
域
を
元

気
に
す
る
ア
イ
デ
ア
」
を
考
え
、

10
月
の
実
習
（
事
業
所
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
）
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

や
調
査
を
通
じ
、
自
分
の
ア
イ
デ

ア
・
提
言
に
つ
い
て
検
証
を
行
っ

た
。
今
回
の
発
表
は
、
一
連
の
研

究
成
果
を
整
理
し
た
も
の
。
発
表

会
で
は
ア
イ
デ
ア
の
実
現
に
む
け

た
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
本
校
生

だ
け
で
な
く
中
学
生
や
来
賓
の
方

か
ら
も
質
問
や
意
見
が
出
さ
れ
、

有
意
義
な
時
間
と
な
っ
た
。

ま
た
、
実
習
を
通
し
て
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
表
現
力
の

大
切
さ
を
実
感
し
た
と
の
感
想
も

多
数
聞
か
れ
た
。

複
数
の
進
路
先
を
訪
問
し
比
較
す

る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
助
言
し
て
い
た
だ
い
た
。

講
演
の
後
半
で
は
、
実
際
に
大

学
案
内
等
を
用
い
て
志
望
理
由
書

の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
取
り
組
ん
だ
。

３
年
間
の
キ
ャ
リ
ア
教

育
で
高
め
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
・
表
現
力
！

第
１
位

三
刀
屋
高
校
（
３
年
）

高
校
の
部
（
１
チ
ー
ム
４
名
）

Ｕ
Ｎ
Ｎ
Ａ
Ｎ
デ
ィ
ベ
ー
ト
選
手
権

前
号
で
速
報
し
た
Ｕ
Ｎ
Ｎ
Ａ

Ｎ
デ
ィ
ベ
ー
ト
選
手
権
第
１
位

の
副
賞
と
し
て
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー

ド
を
寄
贈
い
た
だ
い
た
。

雲
南
市
教
育
委
員
会
が
主
催

し
、
11
月
14
日
に
初
め
て
開
催

さ
れ
た
こ
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会

の
論
題
は
「
日
本
は
18
歳
以
上

の
国
民
に
選
挙
権
・
被
選
挙
権

を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
。
是
か

非
か
」
。
本
校
の
３
年
生
４
人

の
チ
ー
ム
は
否
定
の
立
論
・
質

疑
・
反
論
を
行
い
、
２
連
勝
し

て
第
１
位
と
な
っ
た
。

募集します
本紙編集サポーター(生徒)

11/26、校長室で雲南市教育委員会の高野正次統
括監から副賞を受け取る参加者４名

取材、執筆、編集

活動を通じて表現力

アップ！編集長が懇

切丁寧に指導します。

2015年（平成27年）12月22日(火) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第102号（４）
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代
休
日
と
な
っ
た
11
月
16
日

（
月
）
、
生
徒
11
名
と
保
護
者
10

名
の
参
加
を
得
て
今
年
も
Ｐ
Ｔ
Ａ

キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
が
実
施
さ
れ

た
。
休
日
開
催
が
多
い
各
大
学
で

の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
と
異
な

り
、
平
日
の
大
学
訪
問
と
あ
っ
て
、

参
加
者
か
ら
は
、
素
顔
の
キ
ャ
ン

パ
ス
生
活
を
体
感
で
き
て
良
か
っ

た
と
好
評
だ
っ
た
。
下
の
写
真
は
、

岡
山
大
学
内
で
外
国
語
の
み
許
さ

れ
る
と
い
う
場
所
で
の
一
コ
マ
。

▼
保
護
者
の
感
想

・
三
刀
屋
高
校
卒
業
生
さ
ん
た
ち

の
言
葉
の
端
々
に
受
験
を
や
り
ぬ

い
た
満
足
感
を
感
じ
ま
し
た
。
今

の
受
験
生
も
卒
業
生
に
続
い
て
欲

し
い
も
の
で
す
。

・
大
学
生
と
の
意
見
交
換
は
と
て

も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
Ⅲ

２
年
生
全
員
を
対
象
に
し
た

「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
Ⅲ
」
を
11
月
17
日
に
実
施
し
た
。

多
く
の
生
徒
は
島
根
大
学
松
江

キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
問
し
、
大
学
概

要
説
明
を
受
け
た
後
、
実
際
の
授

業
を
参
観
し
、
学
部
の
施
設
を
見

学
し
た
。

一
方
、
医
療
系
志
望
者
は
午
前

中
、
島
根
県
立
大
学
出
雲
キ
ャ
ン

パ
ス
で
循
環
器
の
疾
病
、
心
臓
の

位
置
や
脈
の
取
り
方
、
心
音
に
つ

い
て
の
実
際
の
講
義
「
ヘ
ル
ス
ア

セ
ス
メ
ン
ト
」
を
見
学
し
た
（
写

真
）
。
三
高
の
授
業
の
倍
の
90
分

の
講
義
を
メ
モ
を
と
り
な
が
ら
真

剣
に
聞
き
入
り
、
「
上
腕
二
頭
筋

と
上
腕
三
頭
筋
の
間
で
脈
を
取
る

方
法
」
を
説
明
さ
れ
た
場
面
で
は
、

実
際
に
脈
を
取
る
三
高
生
の
姿
も

見
ら
れ
た
。

午
後
の
島
根
大
学
医
学
部
医
学

科
で
は
地
域
医
療
の
定
義
と
、
医

「
学
習
す
る
こ
と
が
高
校
生
に
で
き
る
地
域
貢
献
で
す
」

学
び
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る

島
根
大
学
医
学

部
医
学
科
で
の
深

イ
イ
言
葉
！

島根県立大学出雲キャンパスでは循環器の疾病、心臓の位置や脈の取り方、心音についての講義「ヘルスアセスメント」を聴講

島
根
県
立
大
学

２年生

11/16
(代休日)

パ
ソ
コ
ン
同
好
会
の
３
名
（
１

年
）
と
２
年
生
１
名
が
、
10
月
か

ら
島
根
大
学
松
江
キ
ャ
ン
パ
ス
で

行
わ
れ
て
い
る
理
工
特
別
塾
に
連

続
参
加
し
て
い
る
。

３
回
目
と
な
っ
た
12

月
５
日

（
土
）
は
「
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
作

り
方

〜
ユ
ー
ザ
イ
ン
タ
フ
ェ
ー

ス
の
設
計
〜
」
と
「
超
伝
導
の
基

礎
と
応
用
」
の
２
本
立
て
の
講
義

を
受
け
た
。
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
作

り
方
で
は
、
福
祉
分
野
で
の
利
用

を
目
的
に
開
発
し
たS

T
a
l
k
2

の
話

と
ユ
ー
ザ
・
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
の

設
計
を
体
験
し
た
。
超
伝
導
の
話

は
パ
ソ
コ
ン
と
は
関
係
が
な
く
、

１
年
生
に
は
難
し
い
内
容
だ
っ
た

が
、
イ
ス
ナ
ー
・
オ
ク
セ
ン
フ
ェ

ル
ト
効
果
の
詳
し
い
説
明
と
高
温

超
伝
導
の
研
究
の
魅
力
を
聞
く
こ

と
が
で
き
た
。

理
工
特
別
塾
に
参
加

パ
ソ
コ
ン
同
好
会

３
回
連
続
で
島
根
大
学
へ

進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス

11
月
27
日
の
午
後
に
は
１
、
２

年
生
対
象
の
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
を

実
施
し
た
。
近
隣
の
大
学
・
専
門

学
校
20
校
の
関
係
者
が
来
校
し
、

大
講
義
室
を
メ
イ
ン
会
場
に
、
生

徒
の
希
望
者
83
名
と
保
護
者
２
名

が
各
校
の
ブ
ー
ス
に
分
か
れ
て
説

明
に
聞
き
入
り
、
同
時
に
講
師
を

招
い
て
の
進
路
講
演
会
も
行
っ
た
。

岡
山
大
・
川
崎
医
療
福
祉
大
の
二
校
を
訪
問

大
学
・
上
級
学
校
か
ら
刺

激
を
受
け
ま
し
た
。学
び
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・ア
ッ
プ
！

師
と
診
療
科
の
偏
在
に
つ
い
て
の

課
題
を
聞
い
た
。
医
療
の
課
題
は

島
根
県
だ
け
の
問
題
で
な
く
、
全

国
的
な
問
題
で
あ
る
こ
と
を
知
っ

た
。
ま
た
、
地
域
医
療
の
た
め
に

で
き
る
こ
と
は
立
場
や
資
格
に
よ
っ

て
異
な
る
が
、
特
に
高
校
生
に
つ

い
て
は
、
高
い
学
力
を
身
に
つ
け

る
た
め
に
学
習
に
力
を
入
れ
て
欲

し
い
、
学
習
す
る
こ
と
が
高
校
生

に
で
き
る
地
域
貢
献
だ
と
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
た
。

・
短
い
時
間
で
し
た
が
、
国
立
・

私
立
の
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
が
わ
か

り
ま
し
た
。
受
験
生
は
休
日
本
当

に
10
時
間
も
勉
強
す
る
ん
で
す
ね
・
・

▼
生
徒
の
感
想

・
進
路
選
択
に
つ
い
て
参
考
に
な

る
こ
と
が
と
て
も
あ
っ
た
。
特
に

学
生
の
話
が
聞
け
た
の
が
良
か
っ

た
。

・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
は
分
か
ら
な

い
事
が
分
か
っ
て
良
か
っ
た
。

平
日
の
素
顔
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
体
感

（５）第102号 三 刀 屋 高 校 だ よ り 2015年（平成27年）12月22日(火)

島

根

大

学

全員が

二つの大学

に分かれて



※ 島根県東部の全市町
と接する雲南市。ここ

は現代出雲国の中心 ‼

地域とともに
シ
リ
ー
ズ 第1６回

地域でつなぐキャリア教育モデル事業実践校

（平成25～27年度、県教委指定）

三高生も参加！
早くも
桜まつりに向け

11
月
15
日

プ
レ
会
議
（
事
前
説
明
会
）

12
月
６
日

第
１
回
会
合

「
う
ん
な
ん
若
者
会
議
」
始
動

校
以
外
で
学
ぶ
こ
と
の
意
義
に

つ
い
て
お
話
が
続
い
た
。

そ
の
後
は
、
「
場
づ
く
り
」

「
医
療
」
「
食
」
「
芸
術
」
の

４
つ
の
テ
ー
マ
に
分
か
れ
て
イ

ベ
ン
ト
内
容
を
相
談
し
、
ポ
ス

タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
写
真
）
で

の
質
疑
を
も
と
に
再
検
討
し
、

最
後
は
速
水
雄
一
雲
南
市
長
を

前
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
。

雲
南
市
の
若
手
社
会
人
＆
学
生
・
高
校
生
が
地
域
を
熱
く
語
り
合
い
行
動
し
て
い
る
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
？

か
と
う
か
な
こ
＆
ヨ
ー
ラ
ン
・
モ
ン
ソ
ン

「
旅
す
る
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
」
で
共
演

放

送

高
見
さ
ん
（
ア
ナ
部
門
４
位
）
で
県
大
会
へ
進
出

県
総
文
祭
放
送
部
門
松
江
地
区
予
選

来
年
７
月
末
か
ら
の
全
国
高
等

学
校
総
合
文
化
祭
広
島
大
会
に
つ

な
が
る
最
初
の
関
門
、
標
記
松
江

地
区
予
選
に
は
本
校
か
ら
２
名
が

出
場
し
、
朗
読
部
門
の
小
澤
星
斗

さ
ん
（
１
年
）
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
部

門
の
高
見
ひ
の
め
さ
ん
（
１
年
）

が
と
も
に
予
選
を
突
破
し
て
、
12

月
の
県
大
会
進
出
を
決
め
た
。

ま
た
、
県
大
会
に
は
秋
の
「
掛

合
ふ
る
さ
と
祭
り
」
を
取
材
し
て

制
作
し
た
５
分
間
の
ビ
デ
オ
番
組

も
出
品
す
る
予
定
。
地
域
の
元
気

を
伝
え
る
番
組
作
り
を
今
後
も
期

待
し
た
い
。

茶

道

文化部の活躍が光った2015年でしたが、

コンクールやコンテストの成績は、活動の

一部を象徴するもので、賞とは無縁のすそ

野の広い活動でも輝きを放っています。地

域の中での発表の場をご提供いただきなが

ら、地域に元気と感動のおすそ分けをする

三高文化部を応援ください。

出
雲
和
文
化
交
流
会
・
出
雲
文

化
伝
承
館
が
主
催
し
、
今
年
で
13

回
目
を
迎
え
た
標
記
合
同
茶
会
が

今
月
13
日
（
日
）
、
出
雲
市
浜
町

の
出
雲
文
化
伝
承
館
松
籟
亭
で
開

催
さ
れ
、
２
年
生
部
員
２
名
が
参

加
し
た
。

出
雲
圏
域
の
幼
稚
園
児
か
ら
大

学
生
ま
で
、
流
派
や
学
校
を
超
え

て
茶
道
で
交
流
す
る
場
。
三
高
生

は
落
ち
着
い
た
お
点
前
と
、
き
ち
っ

と
し
た
立
ち
振
る
舞
い
で
周
囲
の

方
々
か
ら
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た

だ
い
た
。
わ
ず
か
２
名
の
部
員
は

い
ず
れ
も
兼
部
、
そ
し
て
コ
ン
ク
ー

ル
と
は
無
縁
の
茶
道
部
だ
が
、
本

紙
で
も
度
々
活
動
を
紹
介
し
て
き

た
。
賞
と
は
関
係
の
な
い
場
面
で

の
文
化
部
の
活
動
に
も
注
目
し
て

も
ら
い
た
い
。

発表＆活動の場をご提供いただき、ありがとうございます

出
雲
学
校
茶
道
合
同
茶
会

日
本
を
代
表
す
る
ク
ロ
マ
チ
ッ

ク
・
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
奏
者
か
と

う
か
な
こ
＆
北
欧
の
笛
の
魔
術
師

ヨ
ー
ラ
ン
・
モ
ン
ソ
ン
、
そ
し
て

百
人
の
地
元
音
楽
隊
に
よ
る
「
旅

す
る
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
」

が
12
月
12
日
（
土
）
、
Ｊ
Ｒ
木
次

駅
前
の
チ
ェ
リ
ヴ
ァ
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
、
本
校
吹
奏
楽
部
の
12
名

も
リ
コ
ー
ダ
ー
演
奏
で
ス
テ
ー
ジ

に
立
っ
た
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇

翌
13
日
に
は
、
益
田
市
の
グ
ラ

ン
ト
ワ
で
開
催
さ
れ
た
全
日
本
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
島
根
県

大
会
に
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
四
重
奏

と
金
管
八
重
奏
が
参
加
。

校
内
で
は
17
日
（
木
）
の
放
課

後
、
図
書
館
で
の
ク
リ
ス
マ
ス
・

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
に
も
出
演
し
た
。

精
力
的
な
活
動
で
、
見
る
者
・

聴
く
者
を
元
気
に
し
て
く
れ
る
吹

奏
楽
部
に
拍
手
を
贈
り
た
い
。

心から溢れ出るア
コーディオンの音で
人、街、そして心を
つなぐ「かとうかな
こ」、自身のルーツ
であるスウェーデン・
ハヴェロ村で、伝統
音楽の継承や地域活
性化の課題に取り組
む世界的リコーダー
奏者「ヨーラン・モ
ンソン」に、三高生
と雲南を愛する音楽
仲間が加わった！

吹
奏
楽

2015年（平成27年）12月22日(火) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第102号（６）

11
月
の
事
前
説
明
会
に
続
き
、

12
月
６
日
に
は
雲
南
市
役
所
新

庁
舎
を
会
場
に
、
来
春
の
桜
ま

つ
り
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
運
営

す
る
「
う
ん
な
ん
若
者
会
議
」

が
始
動
し
た
。

三
高
生
も
３
名
が
参
加
し
た

会
議
の
最
初
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

カ
タ
リ
バ
の
生
田
さ
ん
か
ら
の

「
う
ん
な
ん
若
者
会
議
」
の
概

要
説
明
、
雲
南
市
役
所
の
須
山

さ
ん
か
ら
は
「
雲
南
市
桜
ま
つ

り
」
の
説
明
，
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
っ

ち
ラ
ボ
の
矢
田
さ
ん
か
ら
は
学

11/17

（
12
／
12
、
チ
ェ
リ
ヴ
ァ
ホ
ー
ル
）

写真提供／チェリヴァホール(キラキラ雲南)

12
／
13



日 曜 学校行事等 部活等

１ 金 元日

２ 土

３ 日

４ 月 3年直前M模試

５ 火 3年直前M模試 開寮

６ 水 3年冬期補習

７ 木 3年冬期補習

８ 金
始業式 課題テスト
学校評価(保護者回収)

９ 土 土曜補習 学校開放 バスケットボール 柔道

１０ 日 学校開放 バスケットボール 柔道

１１ 月 成人の日 バスケットボール

１２ 火

１３ 水 人権同和教育SHR

１４ 木 3年学年集会

１５ 金 S.C バレーボール

１６ 土
土曜補習
センター試験1日目

バレーボール 吹奏楽

１７ 日 センター試験2日目 バレーボール

１８ 月
センター試験自己採点
1・2年進研学力テスト

１９ 火
2年進研学力テスト

3年特別授業～3/11

２０ 水

２１ 木

２２ 金 第3回英検1次

２３ 土

２４ 日

２５ 月

２６ 火 2・3年桐原小論文講演会

２７ 水

２８ 木 美術

２９ 金 美術

３０ 土
おろち模試
3年2次対策模試

３１ 日

日 曜 学校行事等 部活等

１ 月
1年道徳教育
2年人権・同和教育講演会

２ 火

３ 水

４ 木

５ 金 第3回漢字検定

６ 土 土曜補習 3年2次対策模試

７ 日

８ 月

９ 火

１０ 水 試験発表 6限授業

１１ 木 建国記念の日

１２ 金 閉寮

１３ 土 学校開放 3年2次対策模試

１４ 日 開寮

三刀屋高校ではその前後に

人権週間とは
国際連合は世界

人権宣言が採択された12月10日を「人権デー」と定め、日本でも
昭和24年から毎年12月10日を最終日とする１週間（12月4日から10
日まで）を「人権週間」と定め、人権尊重思想の普及高揚を図る
ため、全国各地でも集中的な啓発活動を行っています。

■ 三刀屋高校では12月の人権週間に先だって、11月のＬＨＲ

で人権・同和教育の公開授業を実施しました。

【1年】…「○○が出来るようになると、どんな良いこと
があるか？」…クラス全体で「できていること」と「でき

ていないこと」を確認し、クラス全体で特にできるように

なりたいことは何か考え、それが「できるようになると、

どんな良いことがあるか？」をＫＪ法で探りました。

【2年】「教科書無償化への取り組み」
…教科書無償化のために動いた人々の姿を振り返りながら、

憲法に保障された権利を獲得するために連帯した人々の取

り組みが、社会全体の利益につながったことを理解し、人

権を守るための主体的な態度や行動の大切さを学びました。

【3年】「結婚差別から考える」
…一学期の「公正な採用選考・公正な入学選抜」に続き、

現実の社会に今なお残る結婚差別の具体的事例から、他人

事ではなく、自分自身が問題に直面した時にどのような行

動を取るべきかを考えました。

■ 図書館では

（「図書館だより」今年度9号の一部を抜粋したものです。）

三高エコキャップ運動

（７）第102号 三 刀 屋 高 校 だ よ り 2015年（平成27年）12月22日(火)

保健委員会

回収ペットボトルキャップ 15,267個

計算上、17人分のワクチン代になります

（11月11日調べ）



今
年
も
本
紙
を
ご
愛
読
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
実
り
の
秋
は
学
校
や
地
域

で
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
目
白
押
し

で
、
情
報
の
収
集
・
整
理
も
大
変

で
し
た
。
ま
と
ま
り
の
な
い
紙
面

も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

う
ん
な
ん
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
第

80
号
の
コ
ラ
ム
で
、
速
水
雄
一
雲

南
市
長
は
『
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を

目
に
見
え
る
形
に
』
と
題
し
、
11

月
中
の
様
々
な
市
の
取
り
組

み
を
紹
介
し
つ
つ
、
「
い
ず

れ
も
盛
会
裡
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
が
、
今
後
、
こ
う
し
た

取
り
組
み
が
市
民
の
皆
様
に

も
っ
と
見
え
る
形
で
開
催
さ

れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
」

と
綴
ら
れ
た
。
そ
の
姿
勢
や

思
い
は
学
校
に
つ
い
て
も
同

じ
で
す
。
そ
し
て
、
出
来
事
・

事
実
を
羅
列
す
る
だ
け
で
な

く
、
各
種
行
事
に
つ
い
て
は

何
故
そ
れ
が
必
要
か
、
そ
の

目
的
が
何
か
が
伝
わ
る
よ
う

な
紙
面
を
心
掛
け
ま
す
。

（
編
集
長
記
）

木
次
線
や
存
続
問
題
に
揺
れ

る
三
江
線
の
利
用
低
迷
を
象
徴

す
る
数
値
に
「
営
業
係
数
」
が

あ
り
ま
す
。
「
百
円
の
営
業
収

入
を
得
る
の
に
、
ど
れ
だ
け
の

営
業
費
用
を
要
す
る
か
」
が
営

業
係
数
で
す
。
分
か
り
や
す
い

数
字
で
は
あ
り
ま
す
が
、
経
営

的
に
は
「
意
味
が
無
い
」
と
聞

き
ま
す
。
収
支
係
数
が
非
常
に

悪
く
て
も
、
路
線
と
し
て
の
赤

字
額
は
微
々
た
る
も
の
だ
っ
た

り
、
係
数
的
に
は
僅
か
な
赤
字

で
も
赤
字
額
は
膨
大
と
い
う
例

が
普
通
に
あ
り
、
実
は
国
鉄
か

ら
Ｊ
Ｒ
に
な
っ
て
か
ら
は
線
区

別
の
ま
と
ま
っ
た
形
で
の
公
表

は
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｊ
Ｒ
に
限
ら

ず
公
共
交
通
で
は
、
「
輸
送
密

度
」
が
そ
の
路
線
の
実
態
を
み

る
客
観
的
な
数
字
と
し
て
、
よ

り
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

前
置
き
が
長
く
な
り
ま
し
た

が
、
一
応
の
参
考
と
し
て
Ｊ
Ｒ

西
日
本
の
苦
し
い
「
営
業
係
数
」

を
紹
介
す
る
と
、

･

三
江
線
…
２
６
５

･

大
糸
線
…
２
６
０

（
一
部
Ｊ
Ｒ
東
日
本
区
間
）

･

木
次
線
…
２
５
４

数
字
の
通
り
、
木
次
線
に
と
っ

て
三
江
線
の
存
続
問
題
は
決
し

て
対
岸
の
火
事
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
も
こ
の
数
字
は
、
某

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
２
０
０
７

年
に
出
し
た
数
字
で
、
こ
の
10

年
間
で
悪
化
し
て
い
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

本
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
木
次
線

開
業
百
年
を
迎
え
る
来
年
に
か

け
、
何
回
か
（
不
定
期
で
）
木

次
線
の
現
状
と
課
題
、
そ
し
て

課
題
解
決
に
向
け
た
展
望
を
探

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
一
次
世
界
大
戦
中
の
１
９

１
６
年
（
大
正
５
年
）
、
民
営

簸
上
鉄
道
の
宍
道
・
木
次
間
が

開
業
し
た
。
来
年
は
百
年
を
迎

え
る
。
そ
の
後
、
６
名
の
犠
牲

者
を
だ
し
た
下
久
野
ト
ン
ネ
ル

等
の
難
工
事
を
経
て
１
９
３
２

年
（
昭
和
７
年
）
に
木
次
・
出

雲
三
成
間
が
開
通
。
１
９
３
４

年
（
昭
和
９
年
）
に
国
鉄
に
移

管
し
て
八
川
ま
で
開
通
、
翌
１

９
３
５
年
（
昭
和
10
年
）
に
備

後
落
合
ま
で
の
木
次
線
81
・
９

㎞
が
全
通
し
た
。

出
雲
三
成
（
現
奥
出
雲
町
）

ま
で
開
通
す
る
直
前
の
通
学
状

況
は
表
の
と
お
り
だ
が
、
出
雲

三
成
ま
で
開
通
し
て
仁
多
郡
方

面
か
ら
の
遠
距
離
通
学
が
増
え

る
と
、
４
年
後
の
１
９
３
６
年

調
査
で
は
、
寄
宿
舎
生
が
58
名

か
ら
16
名
へ
、
下
宿
生
が
38
名

か
ら
14
名
ま
で
激
減
し
た
。
木

次
線
は
、
今
も
昔
も
通
学
の
貴

重
な
手
段
で
あ
る
。

三高91年物語
さ ん こ う

http://三高情報.怒涛のドット.満載「蒼雲」

第19回 木次線と三高＆雲南①

宍道～木次間開通は1916年

木次～出雲三成間開通は1932年

YOUは何しにアフリカ・ルワンダへ？
産休代替で本校に着任したばかりの中曽拓人

実習教員は、もともと教員志望だったとのこと

だが、教員になる前にいったん幅広い見識を身

につけたいと、英語の勉強も続けてJICA青年海

外協力隊に応募して合格。

大学卒業後、約3か月の研修を経て今年の7月までの

2年間、中央アフリカのルワンダの中高等学校で生徒

や教員に理科の実験方法等を教えてきた（専門は化学）。

バイタリティ溢れる中曽先生から元気をもらってくだ

さい！

施
錠
不
安
は
解
消
で
き
た
か
？

（自転車の）

安
心
・
安
全

な
社
会
を
作

る
た
め
に
も

島
根
県
警
が
呼
び
か
け
て

昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
鍵
か

け
甲
子
園
」
が
今
秋
も
開
催

さ
れ
、
参
加
32
校
中
、
平
均
施
錠

率
９
９
．
８
％
で
３
位
と
な
っ
た

（
二
重
ロ
ッ
ク
総
台
数
84
）
。

交
通
安
全
委
員
や
生
徒
指
導
部

に
よ
る
啓
発
活
動
に
よ
り
、
最
近

は
不
施
錠
に
よ
る
呼
び
出
し
の
校

内
放
送
も
耳
に
し
な
く
な
っ
た
。

何
事
も
習
慣
に
な
れ
ば
当
た
り
前

の
状
況
と
し
て
定
着
す
る
も
の
。

交
通
安
全
に
関
す
る
マ
ナ
ー
全
般

も
、
良
い
方
向
に
向
か
っ
て
欲
し

い
と
願
う
。

中曽拓人 実習教員着任しました

ル
ワ
ン
ダ
か
ら
帰
っ
て
き
ま
し
た

写真は亀尾先生ではありませんヨ

秋の鍵かけ甲子園2015

三
刀
屋
は
第
３
位

理科の授業を通じて国際貢献の2年間を経験した中曽先生で
す。話を聞いてみませんか？

編
集
後
記

2015年（平成27年）12月22日(火) 三 刀 屋 高 校 だ よ り 第102号（８）

1932年1月通学状況調査(人)

計
下

宿

寄
宿
舎

自
宅

汽
車

自
転
車

徒
歩

49 ５ ３ ０ 20 21 １
年

41 ２ ３ ０ 19 17 ２
年

56 ５ 17 ０ 16 18 ３
年

62 10 12 ０ 23 17 ４
年

74 16 23 ０ 26 ９
５
年

２
８
２
38 58 ０

１
０
４
82 計


